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町
の
各
公
共
施
設
の
適
正
配
置
や
長

寿
命
化
、
維
持
修
繕
や
除
却
等
の
条

例
制
定

　
令
和
３
年
第
４
回
芝
山
町
議
会
定

例
会
（
以
下
、
「
12
月
定
例
会
」
と

い
う
。
）
は
、
12
月
14
日
に
招
集
さ

れ
、
17
日
ま
で
４
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
町
長

か
ら
提
案
さ
れ
た
14
議
案
と
議
員
発

議
１
議
案
全
て
を
可
決
し
、
全
日
程

を
終
了
し
ま
し
た
。

議
案
第
２
号
「
芝
山
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び

処
分
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」

議
案
第
３
号
「
ひ
こ
う
き
の
丘
物
販

販
売
案
内
所
設
置
管
理
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
」

12月
議 会

〜第４回芝山町議会定例会のあらまし〜

ひ
こ
う
き
の
丘
物
販
案
内
所
の
設

置
、
管
理
の
明
確
化

　
ひ
こ
う
き
の
丘
物
販
案
内
所
の
設

置
に
伴
う
管
理
や
必
要
事
項
を
定

め
、
今
後
、
出
店
者
の
運
営
を
明
確

に
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
２
号

（
岩
澤（
達
）議
員
）
庁
舎
の
建
設
を

公
約
と
し
て
い
る
中
で
、
庁
舎
建
設

の
基
金
を
今
回
の
定
例
会
で
廃
止
す

る
の
は
ど
う
か
。
庁
舎
の
建
設
予
定

が
あ
る
の
で
、
基
金
は
存
続
さ
せ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

（
副
町
長
）　

町
長
の
就
任
時
に
は
こ

の
条
例
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
今
回

は
一
旦
こ
の
ま
ま
審
議
し
て
い
た
だ

き
、
今
後
、
必
要
時
期
を
見
て
再
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

安心を増やす
施策のアップデート

　
令
和
３
年
第
３
回
芝
山
町
議
会
臨

時
会
が
、
11
月
26
日
に
招
集
さ
れ
ま

し
た
。
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
４
議

案
と
議
員
発
議
１
議
案
全
て
を
承
認

あ
る
い
は
可
決
し
終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
岩
澤
達
弥
議
長
よ
り
辞
職

願
い
が
提
出
さ
れ
受
理
さ
れ
、
選
挙

に
よ
り
小
嶋
秀
樹
新
議
長
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

議
案
第
４
号
「
令
和
３
年
度
芝
山
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に

つ
い
て
」

　

主
に
、
給
与
改
定
に
伴
う
人
件

費
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
充
当
事

業
に
関
連
す
る
も
の
を
補
正
す
る
も

の
で
す
。

発
議
案
第
１
号
「
議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
」

　

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

一
般
職
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
改

正
す
る
も
の
で
す
。

注
目
議
案

議
案
審
議

臨
時
会
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Special Interview
　
昨
年
12
月
、
24
年
ぶ
り
に
新
町
長
が

誕
生
し
、
新
し
い
町
政
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
前
例
踏
襲
で
は
な
い
大
胆
な

施
策
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
優

し
い
施
策
、
芝
山
町
に
住
む
こ
と
に
自

信
と
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
施
策
、
そ

ん
な
町
政
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
成
田
空
港
の
機
能
強

化
に
よ
る
就
業
者
の
増
加
や
税
収
増
、

圏
央
道
開
通
に
よ
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
と
こ
れ
に
伴
う
経
済
効
果
な
ど
、

大
き
な
プ
ラ
ス
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
時
ま
で
の
マ
イ
ナ

ス
面
と
し
て
、
少
子
化
と
用
地
・
騒

音
移
転
に
よ
る
人
口
減
少
、
高
齢
化

と
後
継
者
不
足
に
よ
る
農
業
の
衰

退
、
上
下
水
道
や
河
川
管
理
を
含
む

未
整
備
な
生
活
イ
ン
フ
ラ
、
劣
化
が

進
む
多
く
の
公
共
施
設
な
ど
な
ど
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
効

果
が
現
れ
る
ま
で
に
、
直
面
す
る
マ

イ
ナ
ス
面
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
議
会
と
し
て
何
が

出
来
る
の
か
、
何
を
為
す
べ
き
な
の

か
を
考
え
、
議
論
し
、
行
動
し
て
参

り
ま
す
。

昭和29年12月12日生（67歳）
当選４回　【会派】清祥会　
【座右の銘】雲外蒼天

第63代議長

小
こ じ ま

嶋  秀
ひ で き

樹（白桝）

　
地
方
自
治
体
は
、
執
行
機
関
の
長

と
議
事
機
関
で
あ
る
議
会
の
議
員
を

そ
れ
ぞ
れ
住
民
が
直
接
選
挙
で
選
出

す
る
二
元
代
表
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。
執
行
機
関
と
議
会
は
独
立
・
対

等
の
関
係
に
立
ち
、
相
互
に
緊
張
関

係
を
保
ち
、
協
力
し
て
自
治
体
運
営

に
あ
た
る
責
任
を
有
し
て
い
ま
す
。

議
会
は
、
町
政
を
進
め
て
い
く
上
で

の
重
要
な
事
柄
、
例
え
ば
条
例
の
制

定
や
改
廃
、
予
算
の
決
定
や
決
算
の

認
定
な
ど
を
議
決
す
る
意
思
決
定
機

関
で
す
。さ
ら
に
議
会
は
、行
政
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
諾
否
を
判
断
す
る
最
終

決
定
者
で
も
あ
り
ま
す
。
議
会
と
執

行
部
は
、
町
の
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
、
お
互
い
に
知
恵
を

出
し
合
い
協
調
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
芝
山
町
議
会
は
、
与
え

ら
れ
た
権
限
の
す
べ
て
を
実
行
し
て

い
き
ま
す
。
⑴
町
政
を
監
視
す
る
権

限
と
し
て
、
本
会
議
に
お
け
る
一
般

質
問
や
議
案
質
疑
、
全
員
協
議
会
や

各
委
員
会
で
の
審
議
を
よ
り
活
性
化

し
て
い
き
ま
す
。
⑵
政
策
を
立
案
し

提
言
す
る
機
能
に
つ
い
て
は
、
調
査

権
と
監
査
請
求
権
を
活
用
し
、
よ
り

多
く
の
政
策
提
言
を
実
行
し
て
い
き

ま
す
。
⑶
議
会
と
町
民
が
直
接
意
見

交
換
す
る
機
会
を
増
や
し
、
町
民
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
協
働

型
議
会
を
目
指
し
ま
す
。
⑷
公
益
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

意
見
を
集
約
し
て
、
国
・
県
な
ど
の

関
係
行
政
機
関
へ
積
極
的
に
意
見
書

を
提
出
し
ま
す
。

　
私
は
議
長
と
し
て
、
引
き
続
き
議

会
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
町

民
の
皆
様
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
届

け
ら
れ
た
声
を
受
け
止
め
、
町
民
福

祉
の
向
上
と
町
政
の
発
展
に
全
力
を

尽
く
す
こ
と
を
約
束
い
た
し
ま
す
。

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
と

し
て
、公
平
性
と
透
明
性
を
重
ん
じ
、

開
か
れ
た
議
会
運
営
に
務
め
、
活
力

あ
る
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
に
全

力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

議
員
一
人
一
人
が
議
会
の
役
割
と
権

能
を
再
確
認
し
、
そ
の
責
務
を
果
た

し
て
い
け
る
よ
う
な
議
会
運
営
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
町
議
会
に
対
し
、
よ
り

一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

プ
ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ
ス
面
、

と
も
に
激
変
す
る
町
づ
く
り

対
話
と
合
意
を
礎
に
、
協
働
す
る

議
会
を
目
指
し
て

変
貌
す
る
町
政
に
、
確
か
な

指
針
と
提
言
を



■
７
月
21
日

20
歳
ま
で
医
療
費
無
料
化

Q （
小
嶋
議
員
）
水
道
事
業
の
計
画
範

囲
は
。

A
住
宅
系
３
拠
点
に
対
す
る
水
道
事
業

の
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
認
可
基
準

に
満
た
な
く
給
水
区
域
を
拡
大
し
ま
し

た
。Q

（
小
嶋
議
員
）
事
業
費
も
拡
大
す
る

の
で
は
。

A
概
算
で
１
２
６
億
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

Q
（
實
川
議
員
）
給
水
人
口
が
町
民

43
％
計
画
は
妥
当
か
。

A
将
来
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
希
望
に
応
じ
て
拡
大
し
ま
す
。

Q
（
麻
生
議
員
）
学
生
等
医
療
費
助
成

制
度
に
学
校
教
育
法
に
規
定
の
な
い

学
生
も
対
象
に
出
来
な
い
か
。

A
検
討
し
ま
す
。

Q
（
實
川
議
員
）
学
生
に
限
ら
ず
助
成

し
て
は
。

A
検
討
し
ま
す
。

Q
（
坂
井
議
員
）
通
学
の
見
守
り
隊
募

集
の
予
定
は
あ
る
か
。

A
募
集
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
９
月
２
日

水
道
事
業
町
内
に
拡
大

Q
（
伊
橋
議
員
）
幼
稚
園
運
営
補
助
金

が
50
万
円
９
月
補
正
予
算
に
盛
ら
れ

た
理
由
は
。

A
当
初
予
算
で
は
補
助
金
が
無
し
で
幼

稚
園
経
営
が
ま
か
な
え
る
と
思
い
皆

減
し
ま
し
た
が
、
改
て
使
い
道
を
精
査
し

た
と
こ
ろ
有
効
性
を
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
代
替
え
地
専
用
水
道

実
施
計
画
業
務
委
託
料
の
減
額
理
由

はA
維
持
管
理
等
の
課
題
が
あ
り
、
移
転

住
民
の
意
向
を
確
認
し
た
結
果
、
個

別
井
戸
設
置
と
決
定
し
た
た
め
で
す
。

Q
（
平
山
議
員
）
菱
田
社
会
体
育
館
・

共
同
利
用
施
設
の
廃
止
に
つ
い
て
避

難
場
所
に
も
な
っ
て
お
り
重
要
で
あ
り
代

替
え
案
は
あ
る
か
。

A
千
代
田
分
館
を
活
用
し
た
い
と
い
う

要
望
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
お
祭
り

広
場
・
集
会
所
・
駅
に
近
い
所
に
公
共
施

設
を
検
討
中
で
す
。

Q
（
内
田
議
員
）
産
業
用
地
創
出
候
補

地
現
況
測
量
業
務
委
託
料
の
内
容

は
。A

小
候
補
地
で
あ
る
岩
山
地
先
の
を
20 

ha
現
況
測
量
す
る
も
の
で
す
。

Q （
實
川
議
員
）
人
・
農
地
プ
ラ
ン
自

質
化
に
つ
い
て
農
家
組
合
通
じ
て
意

見
集
約
す
る
方
法
は
。

A
資
料
等
の
回
覧
に
よ
る
意
見
集
約
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
も
よ
り
ま

す
が
年
度
末
に
座
談
会
レ
ベ
ル
の
説
明
会

を
開
催
予
定
で
す
。

Q （
坂
井
議
員
）
は
に
わ
祭
り
の
代
替

え
案
は
。

A
今
ま
で
の
ポ
ス
タ
ー
展
、
過
去
の
動

画
の
ウ
エ
ブ
配
信
で
す
。

Q
（
平
山
議
員
）
移
動
ス
ー
パ
ー
と
く

し
丸
事
業
の
時
間
帯
は
ど
う
な
る

か
。A

50
軒
程
度
の
訪
問
先
を
同
時
刻
に
訪

問
し
ま
す
。

Q （
堀
越
議
員
）
小
中
学
校
の
修
学
旅

行
・
校
外
学
習
の
実
施
予
定
は
。

A
校
外
学
習
は
９
月
12
日
以
降
に
延
期

し
ま
す
。
小
学
校
は
県
内
の
宿
泊
を

伴
う
修
学
旅
行
、
中
学
校
は
バ
ス
で
行
け

る
県
外
を
検
討
中
で
す
。
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Q
A

R全員協議会    eportR
令
和
３
年
11
月
か
ら
12
月
ま
で
の
全
員
協
議
会
で
の
主
な
質
疑
の
内

容
を
報
告
し
ま
す
。

■
11
月
26
日

空
港
の
未
来
予
想
図
は

Q （
岩
内
議
員
）
町
か
ら
Ｎ
Ａ

Ａ
に
提
出
し
た
、
道
路
整
備

に
関
す
る
要
望
書
に
添
付
さ
れ
て

い
る
地
図
で
、
空
港
施
設
展
開
候

補
地
と
記
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
が

あ
る
が
、
ど
う
い
っ
た
も
の
が
出

来
る
予
定
か
。

A
N
Ａ
Ａ
で
空
港
施
設
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
部

分
は
、
町
で
予
測
し
て
作
成
し
て

い
ま
す
。

Q （
小
嶋
議
員
）
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
の
算
出
方
法
に
つ
い

て
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

A
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
を

１
０
０
と
し
た
場
合
の
地
方

公
務
員
の
給
与
水
準
を
示
し
た
指

数
で
す
。

■
12
月
10
日

適
正
な
基
金
運
用
を

Q （
岩
内
議
員
）
公
共
下
水
事

業
の
脱
水
機
増
設
工
事
費

は
、
８
８
１
万
円
で
ま
か
な
え
る

か
。A

ま
か
な
え
ま
す
。
は
に
わ
台

住
宅
団
地
、
バ
ル
ー
ル
ド
住

宅
団
地
の
公
共
下
水
道
接
続
で
流

入
量
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
脱
水
機
２
基
で
は
負

荷
が
か
か
る
た
め
、
３
基
に
す
る

こ
と
で
、
安
定
的
に
処
理
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Q
（
岩
澤（
達
）議
員
）
子
育
て

世
代
臨
時
交
付
金
の
年
齢
の

捉
え
方
で
、
令
和
４
年
４
月
１
日

ま
で
が
同
じ
学
年
と
な
る
。
対
象

に
な
ら
な
い
４
月
１
日
を
町
で
給

付
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

A
国
の
制
度
で
は
令
和
４
年
３

月
31
日
が
期
限
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
令
和
４
年
４
月
１
日
分

を
町
独
自
で
給
付
す
る
か
検
討
し

ま
す
。

Q
（
岩
澤（
達
）議
員
）
そ
れ
ぞ

れ
の
公
共
建
物
を
目
的
に
し

て
設
立
し
て
き
た
基
金
を
芝
山
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
基
金
と
し

て
な
ぜ
一
緒
に
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
か
。
国
や
県
か
ら
統
合
の

指
導
が
あ
っ
た
の
か
。

A
国
や
県
か
ら
基
金
の
統
合
や

整
理
の
指
導
を
受
け
て
は
い

ま
せ
ん
。
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
則
り
適
正
に
運
用
す
る
た

め
で
す
。
今
後
、
成
田
空
港
に
関

係
す
る
普
通
財
産
の
売
払
い
も
増

え
る
こ
と
を
想
定
し
て
創
設
し
ま

し
た
。

Q
（
岩
澤（
達
）議
員
）
旧
菱
田

小
学
校
跡
地
等
処
分
に
つ
い

て
、
通
常
、
町
の
財
産
を
払
い
下

げ
る
場
合
、
町
が
鑑
定
評
価
を
行

い
そ
の
金
額
で
払
い
下
げ
を
行
う

は
ず
で
あ
る
。
相
手
方
が
取
得
し

た
不
動
産
鑑
定
評
価
額
の
間
を

取
っ
て
売
払
い
額
を
決
定
す
る
の

は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。
町

は
、
財
産
を
少
し
で
も
高
く
売
る

点
視

会
の

▲１月上旬、４年ぶりの積雪となった町の光景

議
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べ
き
で
は
な
い
か
。

A
通
常
で
あ
れ
ば
町
と
し
て
は

少
し
で
も
高
く
売
り
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
現
状
の
地
形
は
斜

面
地
が
多
く
、
Ｎ
Ａ
Ａ
で
は
、
そ

の
辺
り
を
検
討
し
て
評
価
額
を
算

出
し
て
い
ま
す
。
町
は
全
体
を
平

坦
地
と
し
て
評
価
し
て
い
る
た

め
、
中
間
を
取
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

Q
（
坂
井
議
員
）
ひ
こ
う
き
の

丘
の
物
販
施
設
の
名
称
は
、

公
募
す
る
の
か
。

A
名
称
の
決
め
方
は
決
定
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
出
店
者
が
決

定
し
た
時
に
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　

■
12
月
17
日

特
別
給
付
金
の
支
給
は

Q
（
岩
澤（
達
）議
員
）
物
品
売

買
契
約
が
今
回
追
加
議
案
と

な
っ
た
理
由
と
入
札
日
は
。

A
６
月
補
正
予
算
で
措
置
し
た

も
の
で
す
が
、
そ
の
後
の
処

理
が
遅
れ
、
入
札
日
は
12
月
13
日

と
な
り
、
今
回
の
追
加
議
案
と
な

り
ま
し
た
。

Q
（
岩
澤（
達
）議
員
）
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

は
、
年
末
ま
で
に
半
分
の
５
万
円

で
は
な
く
、
一
括
で
年
末
ま
で
に

10
万
円
給
付
で
き
な
い
か
。

A
既
に
対
象
者
へ
の
通
知
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で

一
括
給
付
の
手
続
き
に
変
更
す
る

と
、
対
象
者
が
混
乱
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に

も
こ
の
ま
ま
で
進
め
て
い
き
ま

す
。
追
加
の
５
万
円
も
年
明
け
直

ぐ
に
も
給
付
す
る
予
定
で
す
。

【反対討論　岩澤（達）議員】本来、基金とは、
明確な一定の目的のために積み立てるものであり、
漠然とした目的のために基金があってはならないと
思います。
　この条例では、学校施設を除く、全ての公共施
設の基金を統合するものであり、何を建設するた
め、何の事業を行なうためという明確な一定の目
的を持たない条例となってしまうことから、条例制
定については反対の立場とします。

12月定例会 議案採決時の討論

芝山町公共施設等総合
管理基金の設置、管理
及び処分に関する条例

１２月６日
６期２４年間、町のトップとして町政運営に携わってこら
れた相川町長が退任されました。

１２月７日
令和３年１１月２１日の芝山町町長選挙で初当選した麻
生新町長が登庁されました。

２４年ぶりに町長交代

議案第２号
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令和３年第４回定例会で
審議した議案とその結果議員の賛否を公開

※議長は採決に加わりません。

議案�
番号

上程された
議案・概要・結果�

賛成：○　反対：×　欠席：欠　退席：退

議席
番号 議

会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤⑥⑦⑧⑩⑪⑫
⑨
議
長

議
決
結
果

大
木
浩
司

岩
澤
勝
則

岩
内　
章

坂
井
慶
子

實
川
嘉
一

萩
原
正
規

岩
澤
達
弥

伊
橋
寿
夫

戸
井
沢
夫

内
田
白
民

平
山　
弘

小
嶋
秀
樹

条例の制定

第１号 専決処分の承認を求めることについて（子育て世帯臨時特別給付金
給付事業費補助金と給付に係る手数料、システム改修業務委託等）

承認 
賛（11）・否（0） P5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の制定

第２号
芝山町公共施設等総合管理基金の設置、管理及び処分に関する条例の制
定（芝山町の公共施設等の適正配置、長寿命化、整備更新、改修、維持修繕、
除却等に必要な経費の財源にあてるため芝山町公共施設等総合管理基金を設立）

可決 
賛（９）・否（2）

P2、4
   5   ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ －

第３号
ひこうきの丘物販案内所設置管理条例の制定（ひこうきの丘物
販案内所施設の設置に伴い、出店者等に対する管理等の必要な
事項を定める条例の制定）

可決 
賛（11）・否（0）P2、5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の一部改正

第４号
芝山町国民健康保険税条例の一部改正（産科医療保障制度の掛
け金が減額見直しされるが、出産育児一時金の総額を維持する
ために芝山町国民健康保険条例の一部改正を行うもの）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

財産の処分

第５号 財産の処分について（成田空港の更なる機能強化に伴う移転代
替地整備の事業用地として譲渡）

可決 
賛（11）・否（0） P4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度補正予算

第６号 一般会計（第９号）（総務管理費2億905万3000円等を増額
し、総額61億9865万7000円とする）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第７号 国民健康保険特別会計（第２号）（高額療養費等1687万円を増
額し、総額10億2450万6000円とする）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第８号 農業集落排水事業特別会計（第２号）（事業費等177万5000円
を増額し、総額6120万円とする）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第９号 公共下水道事業特別会計（第２号）（事業費等1070万5000円
を増額し、総額2億5589万2000円とする）

可決 
賛（11）・否（0） P4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第10号 介護保険特別会計（第２号）（介護サービス等諸費等2361万
1000円を増額し、総額8億7362万1000円とする）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

追加議案（契約の締結、人事案件３件）

第１号 物品売買契約の締結について（学校給食センター内の食器食缶
洗浄機等の老朽化による更新）

可決 
賛（11）・否（0） P5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号
芝山町人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることにつ
いて（令和４年３月31日に任期満了となる人権擁護委員に代わ
る人権擁護委員を新規に推薦するもの）

承認 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号
芝山町人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることにつ
いて（令和４年３月31日に任期満了となる人権擁護委員に代わ
る人権擁護委員を新規に推薦するもの）

承認 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４号
芝山町固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の同意を求
めることについて（令和３年12月20日に任期満了となる芝山町
固定資産評価審査委員会委員の再任について同意を求めるもの）

同意 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議員発議（芝山町議会会議規則の一部改正）
発議案
第１号 芝山町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 可決 

賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年第３回臨時会（11/26）で審議した議案とその結果
専決処分の承認

第１号
専決処分の承認を求めることについて（衆議院議員選挙及び町
議会議員補欠選挙に要するシステム改修費、候補者経費負担金
等の予算の専決処分）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の一部改正

第２号 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正（一般職
の職員の給与改定に準じて改正するもの）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正（千葉県人事院
勧告の内容に準じて一般職の職員の期末手当を改正するもの）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度補正予算

第４号 一般会計（第７号）（総務管理費等165万6000円を増額し、総
額58億9304万7000円とする）

可決 
賛（11）・否（0） P2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議員発議（条例の一部改正）
発議案
第１号

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

可決 
賛（11）・否（0） P2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －



未来へつなげる
町の起動力

一般質問

岩澤勝則議員

實川嘉一議員岩澤達弥議員

岩内  章議員

伊橋寿夫議員坂井慶子議員

12月定例会の傍聴者は19人でした。

・新町長の政策
・町民の生活基盤づくり

・新町長に公約を問う
・選挙公約は
・成田空港の更なる機能強化
・公職選挙法第１３６条の２

・町政運営は
・高谷川治水対策は
・水道事業の課題は

・町長の掲げた７つの公約
・子どもたちの命を守る安全対策は
・町長公約、今後の取り組みは

昨年11月に町長選・議員補欠選が行われ、新たな顔ぶれ
となった12月議会。新町長への公約に対しての質問を中
心に、６名の議員が登壇しました。

P８

P９

P10

P11

P12

P13

【一般質問】芝山町議会の場合、質問時間は答弁を含め
て６０分以内とされており、一つの項目に関して再質問
は２回までとされています。
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【千葉県内の水道事業体】県内には、県営水道のほか、市町村等が企業団方式で
経営する６つの水道用水供給事業体があります。

る
。
起
業
に
は
様
々
な
課
題
は
あ

る
が
、
し
っ
か
り
応
援
す
る
。
上

水
道
事
業
創
設
の
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
町
長
】
年
内
に
水
道
料
金

の
素
案
を
固
め
、
年
度
末
に

事
業
認
可
を
取
得
す
る
予
定
で
す
。

将
来
、
ど
ち
ら
の
水
道
企
業

団
に
入
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

【
町
長
】
現
在
県
内
で
は
水

道
事
業
の
広
域
化
に
係
る
話

合
い
が
行
わ
れ
、
組
織
や
事
業
内

容
の
再
構
築
が
進
む
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
広
域
化
の
動
向
や
県
内
の

水
需
要
等
の
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
ま
す
。

【
町
長
】
事
務
所
フ
ロ
ー
等
を
確
認

し
、
職
員
の
配
置
と
併
せ
実
現
可

能
な
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。
事
務

処
理
に
係
る
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
は
、
職
責
と
職
務
内
容
に
応
じ
た
人

員
配
置
も
検
討
し
ま
す
。

町
民

の
生

活
基
盤
と

し
て
、
上

水
道
事
業

の
起
業

は
、
町
民

に
安
全
で

良
質
な
水

の
安
定
供

給
の
た
め

重
要
で
あ

公
約
を
実
現
す
る
た
め
に
、
優
秀

な
人
材
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る

の
か
。【町

長
】
人
材
を
し
っ
か
り
育
て

て
い
く
こ
と
が
私
の
役
目
で
あ

り
、
採
用
後
の
職
員
研
修
の
充
実
、
千

葉
県
な
ど
へ
の
派
遣
研
修
等
を
通
し
て

優
秀
な
人
材
に
育
て
上
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

公
約
を
実
施
す
る
た
め
に
、
役
場

組
織
替
え
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
行
政
の
縦
割
り
に
縛
ら

れ
な
い
子
育
て
に
関
す
る
諸
施
策

の
総
合
的
な
窓
口
の
創
設
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。
町
民
目
線
で
組
織
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

公
約
の
中
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
に
、
職
員

配
置
の
工
夫
が
あ
る
と
思
う
が
、
職
員

負
担
の
軽
減
を
ど
の
よ
う
に
図
る
の

か
。

『一般質問』

岩澤 勝則　議員
（緑の会）

（所要時間47分）

公
約
を
ど
の
よ
う
に
町
民
に

伝
え
る
の
か
。

【
町
長
】
各
種
団
体
の
総
会

等
の
場
や
広
報
、
ま
た
日
常

の
町
民
皆
さ
ん
と
の
会
話
な
ど
の

機
会
に
お
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
併
せ
て
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
や
ご
要
望
に
つ
い
て
も
伺
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
約
を
推
し
進
め
る
に
あ
た

り
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
優
先
順
位
を
担
当

部
署
と
相
談
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。 新町長の

政策を問う

KATSUNORI IWASAWA

町
民
の
生
活
基
盤
づ
く
り
を

目
指
す

公
約
実
現
の
カ
ギ
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【病児・病後児保育】「病児保育」は、病気の子どもを預かる保育サービスで、「病
後児保育」は、病気からの回復途中の子どもを預かる保育サービスのことです。

『一般質問』

（創芝会）

（所要時間56分）

『一般質問』

昨
今
、
子
ど
も
園
に
不
審
者
が

侵
入
す
る
事
件
が
起
き
て
い

る
。
町
で
も
保
育
所
や
学
校
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
出
入
り
口
の
施

錠
を
す
る
対
応
が
必
要
と
思
う
が
。

【
教
育
長
】
小
中
学
校
共
に
防

犯
カ
メ
ラ
は
未
設
置
で
す
が
、

今
後
協
議
し
ま
す
。
門
扉
の
施
錠
は

せ
ず
、
登
校
後
に
児
童
生
徒
の
昇
降

口
と
職
員
玄
関
を
施
錠
し
て
い
ま

す
。【

子
育
て
・
保
健
衛
生
担
当
課

長
】
保
育
所
も
防
犯
カ
メ
ラ
は

未
設
置
で
す
が
、
必
要
性
は
感
じ
て

い
ま
す
。
不
審
者
侵
入
時
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
と
共
に
訓
練
の

実
施
に
繋
げ
ま
す
。 

各
保
育
所
に
男
性
職
員
を
配
置

し
て
は
ど
う
か
。

【
子
育
て
・
保
健
衛
生
担
当
課

長
】
現
在
第
２
保
育
所
に
男
性

保
育
士
が
一
人
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
に
男
性
職
員
の
応
募
が
な
か
っ

た
た
め
、
当
面
は
女
性
職
員
で
の
対

応
を
前
提
に
考
え
ま
す
。 

小
中
学
校
で
の
自
転
車
通
学
の

指
導
と
保
育
所
で
の
幼
児
交
通

安
全
教
室
（
ベ
コ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
）

の
状
況
は
。

【
教
育
長
】
小
中
学
校
共
に
４

月
に
全
校
生
徒
対
象
に
交
通
安

全
教
室
を
実
施
、
保
護
者
へ
の
注
意

喚
起
も
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
で

は
３
年
生
か
ら
６
年
生
が
自
転
車
の

正
し
い
乗
り
方
を
学
ん
で
い
ま
す
。

【
総
務
課
長
】
べ
コ
ち
ゃ
ん
ク

ラ
ブ
で
は
、
保
育
所
や
幼
稚
園

に
職
員
が
出
向
き
保
護
者
と
連
携
し

な
が
ら
、
就
学
前
の
子
供
た
ち
に
交

通
ル
ー
ル
を
分
か
り
や
す
く
指
導
し

て
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
は
県
の
職

員
を
派
遣
し
、
同
じ
内
容
で
続
け
て

い
き
ま
す
。

公
約
に
掲
げ
た
子
育
て
施
策
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
各
種
取
り
組
み
や
保
育
所
給

食
費
の
無
料
化
、
※
病
児
・
病
後
児

保
育
の
実
施
、
子
育
て
支
援
と
教
育

の
一
体
化
は
近
い
将
来
実
現
可
能
と

考
え
ま
す
。

子
ど
も
達
の
命
を
ま
も
る

安
全
対
策
を

は
に
わ
道
西
側
地
区
の
公
共
交

通
設
置
へ
の
認
識
を
改
め
て
伺

う
が
。 【

町
長
】
昨
年
度
、
は
に
わ
台

を
中
心
と
す
る
11
の
地
区
か
ら

各
地
区
と
小
池
を
結
ぶ
循
環
バ
ス
の

新
設
要
望
を
頂
き
、
必
要
性
は
認
識

し
て
い
ま
す
。
来
年
度
に
公
共
交
通

会
議
を
開
き
、
公
共
交
通
計
画
の
策

定
を
し
ま
す
。

住
民
の
意
見
を
踏
ま
え
て
実
施

し
て
欲
し
い
が
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】 

来
年

度
か
ら
２
か
年
で
計
画
策
定
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
教
育
、
医
療
、

観
光
、
福
祉
な
ど
の
幅
広
い
分
野
の

方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
住
民

の
皆
様
の
暮
ら
し
を
支
え
る
公
共
交

通
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

KEIKO SAKAI

交
通
安
全
指
導
は

新
町
長
に
問
う

不
審
者
侵
入
に
備
え
よ

▲木造平屋建ての子育て支援センター。木
のぬくもりが感じられる、明るくやわらか
な色調の部屋が作られる予定

坂井 慶子　議員
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い
つ
か
ら
建
設
に
向
け
た
計
画

を
進
め
る
の
か
。

【
町
長
】
レ
イ
ア
ウ
ト
上
の
問

題
で
１
番
目
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
私
一
人
で
作
っ
た
公
約
で
は
な

い
の
で
そ
れ
を
前
提
に
答
弁
し
ま
す
。

準
備
期
間
に
５
年
、
完
成
ま
で
に
７

年
を
要
し
ま
す
。
た
だ
し
今
後
10
年

は
拠
点
整
備
、
上
水
道
、
小
学
校
建

て
替
え
等
計
画
的
に
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
ど
こ
に
建
設
す
る

か
。

【
町
長
】
今
後
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

今
現
在
の
庁
舎
建
設
基
金
は
１

０
０
万
円
で
あ
る
。
建
設
に

30
億
円
か
ら
50
億
円
の
予
算
が
必
要

に
な
り
、
更
に
図
書
館
や
レ
ス
ト
ラ

ン
等
ま
で
併
設
し
た
ら
も
っ
と
予
算

が
か
か
る
と
思
う
が
、
こ
の
財
源
を

ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】
基
金
残
高
の
確
保
に

努
め
た
上
で
、
地
方
債
借
り
入

れ
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

庁
舎
建
設
は
白
紙
に
戻
し
、
ま

ず
は
町
民
の
望
む
施
策
を
実
行

に
移
す
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
３
度
の
個
別
案
内
、

広
報
、
HP
で
情
報
発
信
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
騒
音
対
策
事
業
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

谷
間
地
域
か
ら
第
１
種
区
域
に

取
り
込
ま
れ
た
軒
数
は
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
２
７

６
戸
で
す
。

周
辺
整
備
な
ど
も
同
時
に
完
成

さ
せ
る
べ
き
と
思
う
が
、
様
々

な
施
策
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】
関
係
機
関
と
連
携
し

具
現
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

公
務
員
等
の
地
位
利
用
に
よ
る

選
挙
運
動
の
禁
止
を
規
定
し
て

い
る
が
こ
れ
を
ど
う
理
解
、
行
動
す

べ
き
か
。

【
副
町
長
】
公
務
員
等
が
部
下

に
投
票
を
勧
誘
す
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
長
、
副
町
長

で
も
地
位
利
用
に
当
た
ら
な
い
選
挙

運
動
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
注

意
喚
起
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
町
長
】
任
期
中
に
は
準
備
委

員
会
を
立
ち
上
げ
議
論
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

今
ま
で
何
度
も
空
港
だ
け
が
先

行
し
て
栄
え
、
町
民
は
置
き
去

り
に
さ
れ
て
き
た
。
今
回
こ
そ
は
、

遅
く
て
も
同
時
に
完
成
し
て
欲
し
い
。

空
港
敷
地
内
の
移
転
は
完
了
で
き
る

の
か
。
ど
こ
に
移
転
し
て
も
ら
う
の

か
。【

町
長
】
譲
渡
開
始
時
期
は
川

津
場
地
区
が
23
年
末
、
菱
田
地

区
が
24
年
３
月
に
な
り
ま
す
。

旧
谷
間
地
域
は
第
１
種
区
域
に

な
っ
た
。
内
窓
設
置
等
騒
音
対

策
事
業
を
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

『一般質問』

成
田
空
港
の
更
な
る
機
能

強
化

公
職
選
挙
法
第
１
３
６
条

の
２

選
挙
公
約
の
一
番
に
挙
げ

ら
れ
た
新
庁
舎
の
建
設
は

ど
の
よ
う
に
計
画
を
進
め

る
の
か

TATSUYA IWASAWA

岩澤 達弥　議員
（緑の会）

（所要時間60分）

選挙公約
  庁舎完成は
　 22 年後か
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『一般質問』

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
つ
い

て
、
新
町
長
と
し
て
ど
の
よ
う

に
考
え
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。【町

長
】
ま
ず
は
町
内
３
カ
所

の
拠
点
整
備
な
ど
、
す
で
に
動

い
て
い
る
事
業
は
着
実
に
進
め
、
選

挙
公
約
に
つ
い
て
は
財
政
と
相
談
し

な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
か
ら
早
速
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
し
て
挙
げ
る
も
の
は
何

か
。【

町
長
】
空
港
会
社
と
連
携
し
、

移
転
代
替
地
の
整
備
か
ら
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
内
の
人
口
が
７
０
０
０
人
を

切
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
が
、
町

長
自
ら
町
の
広
告
塔
と
し
て
、
町
の

魅
力
を
発
信
し
て
み
て
は
。

【
町
長
】
私
自
身
が
広
告
塔
と

な
り
、
様
々
な
媒
体
で
町
を
是

非
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。ひ

こ
う
き
の
丘
に
物
販
ス
ペ
ー

ス
が
で
き
る
が
、
航
空
博
物
館

と
も
連
携
し
て
お
土
産
を
販
売
で
き

な
い
か
。

【
町
長
】
ひ
こ
う
き
の
丘
の
さ

ら
な
る
魅
力
向
上
に
努
め
て
い

る
の
で
、
今
後
の
環
境
整
備
の
一
環

と
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

第
３
滑
走
路
が
完
成
し
た
ら
騒

音
下
に
あ
る
地
区
で
さ
ら
な
る

補
償
が
必
要
と
な
る
と
思
う
が
、
補

償
内
容
の
充
実
は
可
能
な
の
か
。

【
町
長
】
今
後
の
機
能
強
化
の

進
捗
状
況
と
財
源
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
て
、
空
調
施
設
維
持
管
理
補
助

金
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

高
谷
川
で
は
大
雨
が
降
る
度
に

道
路
が
冠
水
す
る
箇
所
が
あ
っ

た
り
、
周
辺
の
田
ん
ぼ
が
水
び
だ
し

に
な
る
が
、
そ
の
対
策
を
講
じ
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

【
町
長
】
本
町
と
し
て
河
川
管

理
者
で
あ
る
千
葉
県
に
対
し
て
、

適
切
な
維
持
管
理
と
早
急
な
治
水
対

策
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
周
辺
市
町
村
で
配
管
な

ど
の
老
朽
化
等
の
問
題
が
あ
る

よ
う
だ
が
、
本
町
で
も
そ
う
い
っ
た

問
題
に
つ
い
て
、
解
決
で
き
る
よ
う

想
定
を
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
本
町
の
町
営
水
道
事

業
に
お
い
て
、
管
路
の
腐
食
対

策
や
耐
震
性
の
管
路
設
置
な
ど
、

様
々
な
課
題
を
踏
ま
え
、
安
定
し
た

供
水
が
実
現
で
き
る
よ
う
計
画
し
て

い
ま
す
。

岩内 　章　議員
（創芝会）

（所要時間52分）

高
谷
川
の
治
水
対
策
は

水
道
事
業
の
問
題
点
は

AKIRA IWAUCHI

大
切
な
の
は
住
み
良
い

環
境
づ
く
り

こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営
は

▲寒空の下、雪化粧をした高谷川



芝山議会だより　No.134　R4.2.1－ 12

建
設
地
を
含
め
た
庁
舎
建

設
案
を
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
問
う
て
み
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
新
庁
舎
建
設
に

当
た
っ
て
は
、
基
本
構
想

や
基
本
計
画
を
策
定
し
、
様
々

な
角
度
か
ら
検
討
し
ま
す
。
ご

提
案
頂
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、

町
民
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
く
、

利
用
し
や
す
い
庁
舎
建
設
を
目

指
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

当
町
の
関
係
窓
口
は
、
本

庁
舎
を
始
め
南
庁
舎
、
文

化
セ
ン
タ
ー
内
等
、
窓
口
が
分

散
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
で
、
現
在

と
比
べ
具
体
的
に
利
便
性
は
ど

の
よ
う
に
向
上
す
る
の
か
。

【
町
長
】
現
在
は
本
庁
舎

1
階
の
フ
ロ
ア
に
証
明
書

を
発
行
す
る
部
署
を
ま
と
め
、

手
続
き
が
で
き
る
体
制
で
す
。

将
来
的
に
は
各
種
証
明
書
の
交

付
や
相
談
な
ど
を
一
か
所
に
取

り
ま
と
め
る
総
合
窓
口
の
創
設

を
考
え
て
い
ま
す
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
、

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
利
用
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
各
自
治
体
、

関
係
機
関
と
連
携
を
積
極
的
に
進
め
充

実
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
。

【
町
長
】
既
存
の
公
共
交
通
資
源

を
更
に
調
査
分
析
し
、
運
用
の
更

な
る
充
実
や
見
直
し
の
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
は
利
便
性

の
向
上
と
し
て
令
和
４
年
４
月
か
ら
回

数
券
の
運
用
開
始
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
含
む
多
古

町
と
の
連
携
し
た
施
設
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

【
町
長
】
両
町
で
は
、
本
年
４
月

に
基
本
協
定
を
締
結
し
、
互
い
に

望
ま
し
い
地
域
振
興
、
観
光
の
推
進
を

図
る
た
め
地
域
振
興
観
光
拠
点
を
整
備

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
圏
央
道

及
び
成
田
空
港
を
生
か
し
た
地
域
振
興

観
光
拠
点
創
出
可
能
調
査
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

騒
音
下
住
民
に
対
す
る
対
策
の
充
実

及
び
飛
行
経
路
下
全
体
の
騒
音
の
軽

減
を
図
る
よ
う
空
港
会
社
に
要
望
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
航
空
機
騒
音
の
軽
減
を
要

請
す
る
と
と
も
に
、
一
方
で
着
陸
料

の
料
金
体
系
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
と
話

し
合
い
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

機
能
強
化
に
向
け
約
98
％
の
同
意
書

が
集
め
ら
れ
た
。
そ
の
中
に
は
再
々

移
転
、
ま
た
用
地
提
供
に
前
向
き
で
な
い

地
権
者
も
い
る
が
、
町
と
し
て
の
対
応
は
。

【
町
長
】
成
田
空
港
建
設
に
は
強
制
収

用
は
行
わ
な
い
こ
と
で
決
定
し
て
い

る
。
町
も
そ
れ
に
従
い
ま
す
。
移
転
者
、
用

地
提
供
者
に
対
し
て
は
、
今
後
も
し
っ
か
り

対
応
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

『一般質問』HISAO IHASHI

新
役
場
庁
舎
の
建
設
は

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性

第
3
滑
走
路
建
設
を
含
む
機
能

強
化
は

介
護
福
祉
及
び
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
充
実
を

圏
央
道
の
休
憩
施
設
は

伊橋 寿夫　議員
（地方自治研究会）

（所要時間60分）

町長の掲げた
公約は
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【リハビリテーション専門職】病気やケガ、加齢などによる後遺症や障害を持つ方が社会復帰を
目指すために行う訓練する３つの専門職(理学療法士・作業療法士・言語聴覚士)

【所有者不明土地特別措置法】この法律は、社会経済情勢の変化に伴い所有者不明土地が増加
していることに鑑み、所有者不明土地の利用の円滑化及び土地の所有者の効果的な探索を図る
ため、特別の措置を講じ、もって国土の適正かつ合理的な利用に寄与することを目的とする。

『一般質問』

介
護
保
険
制
度
を
助
成
す
る
町

独
自
の
対
策
と
は
。

【
町
長
】※
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
専
門
職
等
に
よ
る
、
介
護
予

防
を
実
施
す
る
通
所
型
短
期
集
中
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
受
領

委
任
払
い
導
入
は
。

【
町
長
】
今
後
も
償
還
払
い
で

実
施
し
ま
す
が
、
も
う
一
度
整

理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小
中
一
貫
校
の
考
え
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
従
来
通
り
に
学
校
独

自
の
実
践
を
つ
み
あ
げ
て
い
く

こ
と
が
良
い
と
考
え
ま
す
。

農
業
の
諸
問
題
は
ど
う
認
識
し

て
い
る
か
。

【
町
長
】
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
農
業
機
械
や
資
材
の
高
騰
、

販
売
価
格
の
低
迷
等
で
す
。

農
業
は
芝
山
町
の
基
幹
産
業
と

考
え
る
か
。

【
町
長
】
私
も
芝
山
町
の
基
幹

産
業
だ
と
考
え
て
お
り
、
し
っ

か
り
と
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
谷
川
沿
い
の
治
水
対
策
を
強

化
す
る
と
あ
る
が
、
具
体
策
は
。 

【
町
長
】
効
果
的
な
治
水
対
策

が
図
れ
る
よ
う
、
河
川
管
理
者

で
あ
る
千
葉
県
に
引
き
続
き
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

市
場
開
拓
に
向
け
た
水
田
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い
て
国

の
21
年
度
補
正
予
算
で
大
幅
に
積
み
増

す
予
定
だ
が
、
芝
山
町
と
し
て
採
択
に

向
け
た
取
り
組
み
は
し
て
い
る
か
。

【
産
業
振
興
課
長
】
採
択
さ
れ

る
か
は
明
言
で
き
ま
せ
ん
が
、

低
コ
ス
ト
生
産
等
の
取
り
組
み
面
積

拡
大
を
推
進
し
ま
す
。

選
挙
運
動
ビ
ラ
に
選
挙
公
報
に

挙
げ
た
７
つ
の
柱
の
う
ち
空
港

機
能
強
化
・
圏
央
道
問
題
が
載
っ
て

い
な
い
が
理
由
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
空
港
会
社
や
国
の
事

業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、

予
算
面
に
お
い
て
も
確
保
さ
れ
て
い

る
の
で
進
捗
状
況
を
見
守
る
し
か
な

い
と
の
観
点
か
ら
、
特
に
触
れ
る
必

要
が
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

成
田
空
港
開
港
以
来
、
時
間
が

経
過
す
る
と
と
も
に
、
騒
音
下

住
民
は
疲
弊
し
、
あ
き
ら
め
ム
ー
ド

が
感
じ
ら
れ
る
。
騒
音
対
策
の
具
体

的
な
拡
充
と
は
。 

【
町
長
】
空
調
施
設
維
持
管
理
補

助
金
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

町
民
と
の
対
話
の
中
で
様
々

な
要
望
が
あ
っ
た
と
思
う
が

そ
の
内
容
は
。

【
町
長
】
移
転
関
係
、
公
共

交
通
、
高
谷
川
、
中
学
校
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
町
道
、
県
道
、

成
田
用
水
、
排
水
の
問
題
等
で
す
。

町
民
要
望
の
中
で
任
期
4
年

間
で
実
施
す
る
こ
と
は
。

【
町
長
】
公
共
交
通
の
問
題

は
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
に
早
急
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
高
谷
川
の
問
題

は
、
高
谷
川
道
路
・
空
港
か
ら
の

排
水
・
ほ
場
整
備
の
３
つ
の
観
点

で
国
・
空
港
会
社
を
交
え
て
し
っ

か
り
と
協
議
し
ま
す
。
ま
た
、
中

学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
要
望
は

実
現
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

町
民
要
望
の
中
に
、
は
に
わ

台
団
地
入
り
口
道
路
の
改
修

が
あ
る
が
ど
の
様
に
考
え
る
か
。

【
町
長
】
土
地
所
有
者
不
明

等
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、

※
所
有
者
不
明
土
地
特
別
措
置
法

を
使
っ
て
ト
ラ
イ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

實川 嘉一　議員
（創芝会）

（所要時間56分）

農
業
振
興
策
は

空
港
機
能
強
化
に
要
望
を

町
民
要
望
の
実
現
を

新
町
長
公
約
を
問
う

KAICHI JITSUKAWA

農
業
を
し
っ
か
り
支
援

　
　
芝
山
町
の
基
幹
産
業
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　２０２４年開通目標の首都圏中央連絡自動車道（大
栄・横芝松尾IC間）について、芝山町議会と多古町議
会が足並みをそろえ、早期完成に関する決議書と地域
の意見書を事業主体である千葉県国道事務所、東日本
高速鉄道関東支社千葉工事事務所に提出しました。

【決議書概要】
・空港ポテンシャルを活かした休憩施設の設置。
・国道２９６号線インターチェンジの名称については、
地元の両町と協議をする事。

・自然環境と沿線環境に配慮する事。（９月議会決
議）

【意見書概要】
・防音対策などの生活環境、また農作業や土地利
用に支障の無いよう、必要な対策を取る事

・建設工事に際して地元企業の育成に配慮する事

　秋晴れの空の下、保健センター横に建設され
る「芝山町子育て支援センター」の上棟式が行
われました。岩澤前議長はじめ、相川前町長や
町担当課、建設関係者らが出席し、工事の安全
と町の子育て支援事業の繁栄を祈願しました。
　子育て支援センターでは、広く明るい室内や
敷地内に設けられた遊具でお子様を遊ばせるこ
とができるようになり、親御さん同士の交流が
深められる数々の講座が開催されます。子育て
支援の新しい拠点として皆様に愛される場所に
なるよう切望します。

　意見書・決議書を受け取った千葉国道事務所長は「圏央道では、基本的に４車線の用地確保
を行っていますが、まずは全線開通を目指して進めます。今後の経済発展に重要な道路ですの
で、地元の研修会や説明会、勉強会にも積極的に参加して理解を得て行きたい。今後も併用目
標に向けた関係者のご協力をお願いしたい。」と述べていました。ネクスコ東日本所長より「工
事の影響ができるだけ少なくなるよう心掛けて進めます。」との回答がありました。

▲決議書を手渡す正副議長

▲厳かに行われた上棟式

確

子

実な地域振興につなげるために

育て支援の拠点、建設開始

11月11日　　芝山町・多古町議会連絡協議会要望活動

11月18日　　子育て支援センター上棟式

News
  and
Topics
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　コロナ感染状況の不安がある中、無
事に挙行された成人式。
　芝山町議会の代表として小嶋秀樹議
長が登壇し、72名の新成人に祝辞を
述べました。
　「信頼できる人と出会い、出会った
人から信頼されることが一番大切なこ
とです。」とした上で、さらに有名ア
スリートの言葉を用いながら、「大き
な目標を持って努力し、小さな結果に
一喜一憂せず、決して諦めずに続けて
いくことが大切です。」と、新成人達に、
これから多くの時間と飛躍のチャンス
が広がっていることを、心を込めた言
葉で伝えました。 ▲新成人へエールを送る小嶋議長

信

議

頼し、信頼される人とのつながりを

会活動で目指すこと

議会の活動報告

１月９日　芝山町成人式

新人議員紹介

　私は、スポーツ、運
動を通して子供から
高齢者までの人達が
健康で明るい町づくり
を目指していきたいと
考えております。

【所属委員会】まちづくり常任委員会
　　　　　　 空港対策委員会
　　　　　　芝山鉄道延伸委員会
　　　　　　議会だより編集委員会
　　　　　　公有財産利活用推進委員会

　私は、地域と役場
のパイプ役・連絡員と
して、一生懸命、地域
を歩き、大小さまざま
な問題を解決し、町
民の信頼に応えられ
る議会活動を目指し
ます。

【所属委員会】まちづくり常任委員会
　　　　　　 空港対策委員会
　　　　　　 芝山鉄道延伸委員会
　　　　　　 議会だより編集委員会
　　　　　　 公有財産利活用推進委員会

大木浩司議員
（創芝会）

岩澤勝則議員
（緑の会）

令和３年１１月２１日付け「芝山町議会議員補欠選挙」において２名が当選し、
新たに議会議員となりました。
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「ある日突然あなたが主役」
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初
夢
で
見
る
と
、
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
る

「
一
富
士
二
鷹
三
茄
子
」。

　
そ
の
昔
、
駿
河
（
静
岡
県
）
の
国
で
高
い

物
の
順
に
並
べ
た
と
い
う
話
や
、
富
士
は
そ

の
姿
か
ら
「
高
大
な
物
」・「
不
死
」
を
意
味

し
、同
様
に
鷹
は
鋭
い
爪
で「
つ
か
み
取
る
」・

「
高
貴
」、
茄
子
は
実
を
多
く
つ
け
る
こ
と
か

ら
「
子
孫
繁
栄
」・「
成
す
」
を
表
す
な
ど
、

様
々
な
由
縁
は
あ
る
よ
う
で
す
が
、
い
ず
れ

を
と
っ
て
も
広
く
人
々
の
幸
せ
を
願
う
と
い

う
思
い
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
昨
年
末
に
新
町
長
と
新
議
長
が
誕
生
し
た

町
政
―
。
芝
山
町
に
と
っ
て
も
初
夢
の
縁
起

に
あ
や
か
り
た
い
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け

と
な
り
ま
し
た
。

　
い
ま
だ
収
束
の
気
配
が
見
ら
れ
な
い
コ
ロ

ナ
禍
の
対
応
や
、
目
標
に
掲
げ
た
様
々
な
事

業
の
推
進
に
向
け
て
、
私
た
ち
議
会
議
員
も

新
た
な
る
覚
悟
を
も
っ
て
役
目
を
担
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
高
み
か
ら
人
を
見
下
ろ
す
よ
う
な
こ
と
は

せ
ず
、
私
利
私
欲
を
「
封
じ
（
富
士
）」、
裾

野
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
立
っ
て
町
民
の
思
い

を
「
つ
か
み
取
り
」、
町
政
へ
「
反
映
（
繁

栄
）さ
せ
る
」こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

皆
様
か
ら
の
信
頼
と
い
う
果
実
を
し
っ
か
り

と
「
成
す
」
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
一
同

My
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Episode 18

Ｑ�どんなきっかけで、芝山町にやっ
て来ましたか？

大木　広子さん

　�お見合い結婚で旭市（旧干潟町）から嫁
いで来ました。

Ｑ芝山町の印象は？

Ｑ芝山町での生活はどうですか？

　�まず一番驚いたのは飛行機の騒音でし
た。日によっては轟音が鳴り響くので、
すごいところへ来てしまったと思いまし
た。印象は山里のようなのどかで、農村
地域というイメージが強いですね。

　�買い物は不便ですね。最近はネットでほ
とんどのものは買えますが。普段は自営
業の経理と、趣味でお琴とフラダンスを
しています。それと、ボランティア活動
で「朗読の会あかり」で声の広報も制作
しています。

Ｑ町に望むことは？
　�町内で買い物ができるショッピングモールや、高齢者だったり子供た
ちが交流できるスポーツ施設や公園などがあると、もっと町全体に活
気が出てくると思いますよ。やはり町外に出て行った若い人たちに
帰ってきてもらえる町がいいですよね。

若い人たちが移り住んでくれる町に
なってほしいです。

「ある日突然あなたが主役」

Information
令和4年第1回芝山町議会
定例会のお知らせ

３月８日
　　23日
開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

編
集
後
記

㈫から
㈬ （小池７）


